
就
任
の
挨
拶

　

今
年
度
よ
り
商
工
会
青
年
部
長
を
努
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
佐
藤
和
也
と
申
し
ま
す
。

　

震
災
後
、
南
三
陸
か
ら
一
迫
に
住
居
を
移
し
、
地

域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
「
友
和

塗
装
」を
開
業
し
て
４
年
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
青
年
部
長
と
し
て
諸
先
輩
方
が
築

き
上
げ
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
青
年
部
が
地
域
の

た
め
に
果
た
す
役
割
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、
若
い
部

員
が
増
え
る
よ
う
に
取
組
み
、
一
迫
花
山
商
工
会
を

盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
様
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

退
任
の
挨
拶　

　

部
長
と
し
て
の
２
年
間
の
任
期
は
、
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
、
活
動
を
通
し
て
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

部
長
と
し
て
至
ら
な
い
点
は
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

部
員
、
親
会
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て

何
と
か
任
期
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
青
年
部
活
動

を
通
し
て
、
少
し
で
も
地
域
貢
献
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

就
任
の
挨
拶　

　

こ
の
度
、
一
迫
花
山
商
工
会
女
性
部
の
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
に
お
い
て
、
女
性
部
長
を
お
受
け

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

前
部
長
の
阿
部
久
子
様
に
は
長
い
間
、
女
性
部
長

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
御
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
何
も
か
も
分
か
ら
ず
戸
惑
う
事
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
女
性
部
員
の
皆
様
方
と
交
流
を

深
め
、
女
性
部
活
動
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
皆
様
の
御
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
の
挨
拶　

　

こ
の
度
、
商
工
会
女
性
部
長
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

部
長
と
し
て
24
年
間
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
下
、
部
員

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
、
過

疎
化
が
進
み
経
営
環
境
も
厳
し
い
状
況
の
中
、
女
性

の
特
性
を
活
か
し
、
研
修
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

い
ろ
ん
な
学
び
の
積
み
重
ね
で
女
性
部
員
の
資
質
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご

協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
女
性
の
パ
ワ
ー
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し

元
気
な
地
域
づ
く
り
に
邁
進
さ
れ
ま
す
事
を
願
い
退

任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

▽
宮
城
県
知
事
褒
状

佐
藤　

洋
一（
㈲
丸
野
運
送
）

▽
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

斎
藤　

義
男（
㈱
金
野
建
築
板
金
工
業
所
）

▽
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

　

佐
藤　

栄
子（
叶
屋
菓
子
店
）　

　

渡
邊　

純
一（
㈲
川
口
納
豆
）

　

後
藤　

恵
司（
監
事
）

　

髙
橋　

光
廣（
監
事
）

佐
藤　

利
郎（
理
事
）

▽
一
迫
花
山
商
工
会
長
表
彰

　

狩
野　

育
子（
㈲
も
ち
っ
小
屋
で
ん
）

　

佐
々
木
喜
之（
㈲
新
妻
合
成
製
作
所
）

　

佐
藤　

幸
一（
㈱
宮
城
化
成
）

　

高
橋　

淳
一（
㈱
宮
城
化
成
）

▽
第
54
回
商
工
会
全
国
大
会
に
係
る
全
国

　
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〔
優
良
女
性
部
〕

　

一
迫
花
山
商
工
会
女
性
部

〔
役
員
功
労
者
〕

　

高
橋　

誠
一（
理
事
）

〔
優
良
常
勤
職
員
〕

　

小
山　

浩
喜（
主
任
主
査
）

▽
一
迫
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
運
行
10
周
年

　
記
念
関
係
者
感
謝
状

〔
運
行
管
理
者
〕

　

野
村　

浩
也（
㈱
栗
原
観
光
タ
ク
シ
ー
）

　

山
口　
　

良（
㈲
山
口
タ
ク
シ
ー
）

〔
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
〕

　

㈱
栗
原
観
光
タ
ク
シ
ー

　
　

菊
池　
　

夫（
元
社
員
）

　
　

千
葉　

正
廣（
社
員
）

　
　

谷
津　
　

浩（
社
員
）

　
　

菅
原　

秀
明（
社
員
）

　
　

白
鳥　

邦
秋（
社
員
）

　

㈲
山
口
タ
ク
シ
ー

　
　

加
藤　

勝
康（
社
員
）

　
　

安
倍　

芳
則（
社
員
）

〔
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
〕

　

後
藤　

晶
子（
元
職
員
）

　

佐
藤
か
つ
枝（
元
職
員
）

　

内
藤　

浩
美（
職
員
）

　

千
葉　

効
恵（
職
員
）

　

尾
形　

一
美（
職
員
）

〔
運
行
委
員
会
〕

　

斎
藤　

行
男（
運
行
委
員
長
）

●
事
業
所

　
栗
原
市
一
迫
字
下
小
僧
23

　
電
話

：

54
―
２
８
６
７

●
事
業
内
容

・
家
庭
用
電
化
製
品
販
売
・
修
理
・
施
工

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
計
・
施
工

・
オ
ー
ル
電
化
住
宅
シ
ス
テ
ム
設
計
・
施
工

・
業
務
用
エ
ア
コ
ン
シ
ス
テ
ム
設
計
・
施
工

・
電
気
設
備
の
設
計
・
施
工

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
設
計
・
施
工

●
お
店
の
Ｐ
Ｒ

　
地
域
の
電
気
係
り
と
し
て
お
客
様
の
イ

メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
日
常
生
活
で
の
お
困
り
ご
と
を
解
決
で

き
る
よ
う
に
更
な
る
技
術
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

●
商
工
会
へ
の
要
望

　
地
域
交
流
の
架
け
橋
と
し
て
ま
す
ま
す

の
情
報
発
信
と
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
望
み

ま
す
。

　

斎
藤
会
長
の

挨
拶
で
は
、
昨
年

度
は
、
地
方
の
中

小
・
小
規
模
企
業

を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
極
め

て
厳
し
い
状
況

下
に
お
い
て
、
昨

年
の
６
月
に「
小

規
模
企
業
振
興

基
本
法
」及
び「
改

正
小
規
模
支
援
法
」が
制
定
さ
れ
商
工
会
が

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
支
援
す

る
た
め
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
魅
力
あ
る
諸
事
業
の
展
開
と
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
問
題
解
決
に
向
け
た

伴
走
型
の
支
援
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会
と
し
て
は
、「
組

織
の
拡
充
強
化
」
や「
支
援
機
能
の
強
化
」、

「
地
域
活
性
化
事
業
の
推
進
・
支
援
」な
ど
の

諸
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
も「
会
員
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
商
工

会
」「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会

を
目
指
し
て
」
を
基
本
理
念
に
事
業
を
展

開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
商
工
会
の
積

極
的
な
活
用
を
お
願
い

し
た
い
と
の
旨
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は

次
の
通
り
で
、
い
ず
れ

も
満
場
一
致
で
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

一
迫
花
山
商
工
会
運
営
規

約
の
一
部
改
正（
案
）承
認
の
件

第
２
号
議
案　

平
成
26
年
度
事
業
報
告
書

並
び
に
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及

び
財
産
目
録
承
認
の
件

第
３
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業
計
画

（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

第
４
号
議
案
　
平
成
27
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
及
び
借
入
先
承
認
の
件

第
５
号
議
案
　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

任
の
件

　
　

会
　
長　

斎
藤　

昭
芳（
再
任
・
一
迫
）

迫
屋
・
文
照
堂

副
会
長　

佐
藤　

倫
治（
再
任
・
花
山
）

ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
新
茶
屋

　
〃
　 

斎
藤　

行
男（
再
任
・
一
迫
）

斎
藤
金
物
店

理
　
事　

佐
藤　

啓
助（
再
任
・
一
迫
）

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー
ス

　
〃
　 

三
浦　

重
雄（
再
任
・
一
迫
）

　

㈲
新
妻
合
成
製
作
所

　

〃　

 

堀
江　

孝
夫（
再
任
・
一
迫
）

堀
江
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

　

〃　

 

菅
原　

伸
哉（
再
任
・
一
迫
）

㈲
菅
原
オ
ー
ト
商
会

　

〃　

 

山
田　

則
義（
再
任
・
一
迫
）

㈲
ク
ス
リ
の
ヤ
シ
マ
堂

　

〃　

 

大
江　

政
則（
再
任
・
一
迫
）

㈱
大
江
電
気
商
会

　

〃
　 

鹿
野　

直
寿（
再
任
・
一
迫
）

㈱
鹿
野
静
商
店

理
　
事　

小
山　

昭
彦（
再
任
・
一
迫
）

㈱
宮
城
化
成

　
〃 

　
三
浦　

良
治（
再
任
・
一
迫
）

ぷ
り
ん
と
博
士
宮
城
北
店

　

〃 

　
田
代　

良
夫（
再
任
・
一
迫
）

田
代
理
容
所

　

〃　

 

高
橋　

誠
一（
再
任
・
花
山
）

高
寅
住
建

  

〃　

 

佐
藤　

利
郎（
再
任
・
花
山
）

メ
ガ
ネ
の
は
な
や
ま

　

〃　

 

三
浦　
　

治（
再
任
・
花
山
）

三
浦
旅
館

　

〃　

 

阿
部　
　

朗（
新
任
・
一
迫
）

丸
勝
食
堂

　

〃　

 

白
鳥　

正
文（
新
任
・
一
迫
）

㈲
川
口
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

〃　

 

三
塚　

一
夫（
新
任
・
一
迫
）

三
和
建
設

　

〃　

 

佐
藤　

和
也（
新
任
・
一
迫
）

青
年
部
長

　

〃　

 

荒
木
久
美
子（
新
任
・
花
山
）

女
性
部
長

監
　
事　

髙
橋　

光
廣（
再
任
・
花
山
）

㈲
花
山
産
業

　

〃　

 

後
藤　

賢
一（
新
任
・
一
迫
）

㈱
友
愛

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
結

果
、
次
の
方
々
が
新
し
く
役
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
の
平
成
27
年

度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
選
任
が
行
わ
れ
新
し
い
部
長

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

平成27年５月31日発行（一迫花山全世帯）第57号(1)

　
一
迫
花
山
商
工
会
の
平
成
27
年
度
通
常
総
会
が
５
月
22
日
に
開
催
さ

れ
、
本
人
出
席
43
名
・
委
任
状
出
席
95
名
の
合
計
１
３
８
名
の
会
員
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。 通

常
総
会
開
催
す
！

平
成
27
年
度

狩
野
電
気
商
会

　
総
会
議
案
審
議
に
先
立
っ
て
、
一
迫
花

山
両
地
区
内
事
業
所
に
永
年
に
亘
り
貢
献

さ
れ
た
優
良
従
業
員
の
皆
様
方
と
本
会
役

職
員
に
対
し
、
関
係
機
関
よ
り
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
一
迫
ふ
れ
あ
い
タ
ク

シ
ー
運
行
10
周
年
記
念
事
業
で
功
績
の
あ

っ
た
方
々
に
対
し
て
感
謝
状
の
授
与
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

受
賞
お
め
で
と
う

  

ご
ざ
い
ま
す
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斎　藤　昭　芳

【青年部】

新
部
長

　
佐
藤
　
和
也

【青年部】

前
部
長

　
野
口
　
　
岳
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新
部
長

　
荒
木
久
美
子

【女年部】

前
部
長

　
阿
部
　
久
子



　

雪
解
け
と
と
も
に
、
桜
の
花
が

咲
き
綻
び
今
年
の
春
は
、
一
足
飛

び
に
過
ぎ
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

一
迫
の
政
岡
祭
り
や
、
花
山
の
鉄

砲
祭
り
も
終
わ
り
気
が
つ
け
ば
、

も
う
初
夏
の
装
い
で
す
。

　

今
年
も
、
豪
雪
だ
っ
た
奥
山
も
、

二
週
間
以
上
も
早
く
雪
解
け
が
進

み
木
々
の
緑
が
濃
く
成
り
ま
し
た
。

ブ
ナ
の
梢
に
、
オ
オ
ル
リ
が
鳴

き
、
渓
流
沿
い
の
林
に
は
、
ア
カ

シ
ョ
ー
ビ
ン
の
甲
高
い
鳴
き
声
が

冴
え
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
鳥
は
、
６
月
の
梅
雨
の
頃

に
な
ら
な
い
と
渡
っ
て
来
な
い
の

で
す
が
、
今
年
は
、
季
節
が
早
く

進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

全
身
赤
く
鳩
よ
り
少
し
小
さ
い

体
で
小
魚
を
食
べ
秋
の
初
め
ま
で

営
巣
し
子
育
て
を
終
え
南
の
国
に

帰
っ
て
行
き
ま
す
。
「
キ
ロ
ロ
ー

ッ
」
と
い
う
独
特
の
鳴
き
声
を
、

皆
さ
ん
聞
い
た
事
が
有
り
ま
す

か
？
こ
の
声
を
聞
き
に
、
わ
ざ
わ

ざ
奥
入
瀬
渓
谷
ま
で
行
く
方
が
居

る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
に
遠
く
ま

で
行
か
な
く
て
も
花
山
の
奥
に
来

て
下
さ
い
、
聞
く
事
が
出
来
ま
す

よ
。
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
、
イ
チ
リ

ン
草
、
コ
ブ
シ
や
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ

ジ
、
カ
タ
ク
リ
に
イ
ワ
ウ
チ
ワ
と

春
の
花
も
一
成
に
咲
き
揃
い
そ
の

美
し
さ
を
競
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

の
放
射
能
汚
染
の
心
配
や
、
箱
根

の
大
涌
谷
や
御
嶽
山
の
噴
火
そ
し

て
蔵
王
山
も
噴
火
す
る
の
で
は
？

と
騒
が
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
栗

駒
山
は
、
全
く
安
全
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
一
迫
の
ゆ
り
園
や
あ

や
め
園
が
開
園
し
ま
す
。
去
る
五

月
十
七
日
に
栗
駒
山
の
山
開
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
花
を
眺
め
、
新

緑
を
散
策
し
奥
山
の
温
泉
に
入
り
、

自
然
の
恵
み
を
食
べ
る
。
心
の
栄

養
の
補
給
に
出
か
け
て
み
ま
し
ょ

う
。

平成27年５月31日発行第57号(2)

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

【
普
通
会
員
】

◎
佐
藤
自
動
車
整
備
工
業

　

代
表
　
佐
　
藤
　
仁
　
大

　

業
種　

中
古
車
販
売

　

一
迫
真
坂
字
八
幡
67

　

☎
52

－
４
２
０
０

【
定
款
会
員
】

◎
佐

　
藤

　
和

　
也

　

青
年
部
長

　

友
和
塗
装
（
荒
町
）

◎
高

　
橋

　
良

　
太

　

青
年
部
副
部
長

　

㈲
高
橋
商
店
（
姫
松
）

◎
荒

　
木

　
久
美
子

　

女
性
部
長

　

ス
ト
ア
ー
も
い
ず
み
（
花
山
）

◎
大

　
江

　
と
み
え

　

女
性
部
副
部
長

　

㈱
大
江
電
気
商
会
（
本
町
）

◎
曽

　
根

　
富

　
子

　

女
性
部
副
部
長

　

㈱
永
光
重
機
工
業
（
清
水
）

▽
異
　
動
（
平
成
27
年
４
月
１
日
付
）

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

４
月
１
日
付
で
加
美
商
工
会
よ

り
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
ま
す
よ

う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
第
一

と
し
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
回
、
栗
原
市
が
国
の
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交

付
金
を
活
用
し
て
、
地
元
消
費
の

拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

的
に
、３
割
増
の「
栗
原
と
く
と
く

商
品
券
」を
販
売
い
た
し
ま
す
。

　

販
売
業
務
を
栗
原
市
内
の
４
商

工
会
が
栗
原
市
か
ら
委
託
を
受
け

左
記
に
よ
り
一
斉
に
販
売
を
開
始

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
様
、
お
得
な
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
を
是
非
お
買
い
求

め
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
６
月
発
行
の
広
報

く
り
は
ら
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で

ご
覧
下
さ
い
。

◆
販
売
価
格

　
１
セ
ッ
ト

　
５
，０
０
０
円

◆
額

　
　
面

　
１
セ
ッ
ト

　
６
，５
０
０
円

　（
５
０
０
円
券
13
枚
綴
り
）

◆
発 

行 

数

　
６
０
，０
０
０
セ
ッ
ト

◆
販
売
方
法

　
１
世
帯
当
た
り
２
セ
ッ
ト
ま
で

購
入
で
き
る
購
入
引
換
券
を
配

布

◆
販
売
場
所

　
栗
原
市
内
４
商
工
会
（
本
・
支

所
）

◆
販
売
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

（
一
次
販
売
）

　
７
月
１
日
～
７
月
31
日
ま
で
の

平
日
。
た
だ
し
、
７
月
４
日

（
土
）、
５
日（
日
）、
11
日（
土
）、

12
日（
日
）も
本
所
で
販
売
を
行

い
ま
す
。

（
二
次
販
売
）

　
８
月
１
日
～
８
月
31
日
ま
で
の

平
日
。
た
だ
し
、
８
月
１
日

（
土
）、
２
日（
日
）も
本
所
で
販

売
を
行
い
ま
す
。

新

会

員

紹

介

栗
原
と
く
と
く
商
品
券
発
行

事
業
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ

★金融相談日のお知らせ★
■相談日程
　６月11日(木)・25日(木)
　７月９日(木)・23日(木)
■相談時間
　午前10時～午後４時まで
■場所　一迫花山商工会本所
※事業資金でお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。
※ご相談の際は、あらかじめ電話等で予約の上ご来

所願います。

　
風
薫
る
若
葉
の
緑
も
あ

ざ
や
か
な
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
新
入
生
、
新
社

会
人
の
皆
さ
ん
は
一
番
疲

労
の
出
る
時
期
で
あ
り
ま

す
。
先
輩
の
皆
さ
ん
も
乗

り
越
え
て
き
ま
し
た
の
で

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　
「
商
工
い
ち
は
さ
ま
・
は
な
や

ま
」
も
第
57
号
で
私
達
広
報
委
員

会
メ
ン
バ
ー
最
後
の
編
集
に
な
り

ま
し
た
。
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
次
回
会
報
は
新
委
員
の
み
な
さ

ん
が
担
当
致
し
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
一
迫
・
花
山

の
住
民
の
皆
さ
ん
ご
愛
読
し
て
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　 

 

（
三
浦
悦
朗
）

編集後記

栗原市合併10周年記念

第33回 山王史跡公園あやめ祭り

南くりこま高原一迫ゆり園

栗駒山山頂

一
迫
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
へ
の

利
用
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

　

一
迫
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
に
は
、
利
用
登

録
が
必
要
で
す
。

　

利
用
登
録
は
無
料
で
、
登

録
票
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

い
た
だ
き
ま
す
。

　

登
録
後
は
、
す
ぐ
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ま

だ
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
申
込
み
下
さ

い
。

　

お
得
な
割
増
利
用
券
も
ご

ざ
い
ま
す
。

　
お
問
合
せ
は
、

　
　
一
迫
花
山
商
工
会

　
　
　
電
話
52
―
３
３
０
０

お買い物に お茶のみに
いつでも どこでも 片道３００円！！

□開催日時　平成２７年６月１９日(金)～７月８日(水)
　午前８時３０分～午後５時
□開催場所
　一迫山王史跡公園あやめ園
□催物内容
・６月２１日(日)
　第３０回みちのく鹿踊大会
・７月５日(日)
　第２８回あやめ祭り神楽大会

□開催日時　平成２７年６月１９日(金)～７月２６日(日)
□開催場所
　南くりこま高原一迫ゆり園
□催物内容

　開催期間中は、野点や民謡など多く
のイベントを行います。
　また、併設されている山王考古館や
埋蔵文化財センター山王ろまん館を無
料で見学できます。

　広さ３０，０００㎡の園内で２００品種
１５０万本のユリを楽しむことができる。
　特に、オランダで開発された新種の
ユリ５０品種以上が咲き、その中には
日本で初めて咲くユリも見ることがで
きます。

見頃　早咲き ６月２５日頃～
　　　　　　 ７月８日頃まで
　　　遅咲き ７月５日頃～
　　　　　　 ７月２０日頃まで

無担保・無保証人・低利で融資する商工会の会員限定の融資制度です。

商工会の経営指導を受けている小規模事業者の方へ！

マル経融資制度
をご利用下さい！

マル経融資などの金融や経営に関するご相談はお気軽に

一迫花山商工会 まで！☎５２－３３００

●マル経融資制度（小規模事業者経営改善資金融資制度）

融資対象
常時使用する従業員が商業・サービス業：５人
以下、製造業・その他：２０人以下の事業者

対象資金 運転資金、設備資金

融 資 額 ２,０００万円以内 (※１)

返済期間
運転資金　　７年以内 (据置１年以内 )
設備資金　１０年以内 (据置２年以内 )
※元金返済据置期間は、ご希望の期間に設定できます。

融資利率 年１．２５％ (平成２７年４月１０日現在 )
※最新の金利は商工会にご確認下さい！

融資機関 日本政策金融公庫(国民生活事業 )

商工会の「経営指導」と「融資の推薦」を受けた方が利用できる制度です！
※１　1,500万円超の貸付を受けるには、事前に事業計画を作成する等の要件が
　　　ございますので、詳しくは商工会までお問い合わせ下さい。

マル経融資３つの特長

１ 担保不要！
２ 保証人不要！
３ 低金利！

【申込の要件】
①商工会の経営指導を受けていること（原則６か月以上）
②所得税、法人税、事業税等の義務納税額をすべて完納
　していること
③商工業者（最近１年以上事業を行っている事業者）
　※日本政策金融公庫の非融資対象業種等は対象外

～ 広報の広告募集 ～
　商工会では、広報（年６回発行）に掲載する事業所の広告
を募集しております。
　掲載ご希望の方は、発行する月の２０日まで原稿を添え
て一迫花山商工会までお申し込み願います。

●広告料 １回につき（横１１．０cm ×縦６．５cm）５，０００円
●年間発行予定

５月３１日、７月３１日、１０月１日
１１月３０日、１月１日、 ３月３１日

●発行部数
　３，３００部（一迫花山全世帯）

【見本】

主　査

福原　政矩


